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1・ 研究 の 目的
日本語教育 の進 展 に伴 い,外 国人学習者 のためク)基本漢字 ・墓本語 彙 を
選定 す ることの必 要性 は,日 を追 って高 まっている。 もちろん,こ れ まで
にも,そ れ を目標 とした試 みは幾 つか存在 した。 しか し少日本語教育の世
界で,こ れが標準 だ とされる ものは,ま だ実現 していない.そ れ には,い
ろい ろの理 由が考 えられ るが,も っとも大 きな ものは,そ の基礎 とな る良
質の資料の整備が遅れているこ とである。
基本漢 字 にせ よ・基本語 彙 にせよ・それが現実 に使用 されている目本語
の実態 に即 して選定 され るべ きもので ある ことは,い うまで もない。 そ し
て,こ れ まで に現代 日本語 を対象 とした各種 の調査 が実施 されてい る。 そ
の調査結果 を,日 本語教育の観 点か ら整理 し,利 用 しやすい形 に ととの え
るこ とが,目 的達成の ための基礎 的作業 の第 一歩 で ある と考 え られ る。
また,利 用の便 とい うことでは,従 来 の資料 が印刷駒 の形 を とるこ とが
普通 だったのに対 し,近 年 はパ ソコンな どの使用 を前提 とした電子媒体 の
利用 が顕著 になってい る。その利点 は,従 来 の資 料が一定 の 目的 にそって
編集 された のに対 し,デ ー タベース として提供 する ことによ り,利 用者 の
種 々の目的 に対応 できるよ うにな ったことで ある。つ まり,作 成者 が電子
媒体で提供 したもの を利 用者が 自由 に選択 ・加工 で きるよ うなシステ ムが
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実現可能になったことを,そ れは意味している。 パソコンの普及 によ り・
研究者が自分の身辺でそれが行えるようになったことも,最近の特徴 と言
ってよいであろ う。
そのような観点か ら,わた くしたちは本学の特定課題研究 「目本語教育
のための漢字 ・漢語データベースの構築」 〔研究代表者 野村雅昭)を申請
し,19曳・1卯2の両年度にわたり,研究補助金 を得 ることができた。共同
研究者は,'日本語研究教育センターの専任教員である中村明,鈴 木義昭,
細川英雄の3名 である.作業の遂行には・文学研究科 日本語 日本文化専攻
博士後期諜程 に在籍する山下喜代,宋 永彬が協力 した。また,資 料の一部
には,山下の修士論文 「日本語教育のための漢語研究」(1991年度)の 成
果 を利用 した。
以下に述べ るのは,その研究経過の報告である。執筆は,資 料の加工 を
主 として担当した野村 と山下が行った。
2・ 作業手順 およぴ ファイル仕様の概要
本研究で は,そ の基礎資料 の選定 が重要 な意味 をもつ。 この2年 間 の作
業 では,国 立 国語研究所(以下 では 「国語研 」 と略称)が行 った用字用語調
査 のデー タを活用 す ることに主眼 を置 いた。 また,日 本語教科書 につ いて
は,こ れ まで大規 模な調査 が なか ったの で,初 級 ・中級 教科書 を対象 とし
て,調 査 を実 施 した。
以上 の資料 か ら抽出 したデー タをパ ソコンに入力す るため,漢 字,漢 語
のそれぞれ につ き,'基礎 ファイル を作成 した.基 礎 ファイ ルは,今 後 の作
業 の台帳 としての性格 を もつ。漢字 ファイル は,国 語研 の調査 に出現 した
約3,700字を見出 しとす る。 漢語 フ ァイル は,r分 類語彙表』(後出)の 増
補 作業の過程 で得 られ た,約22,000語を見出 しとしてい る。
漢 宇 ファイ ルについては,そ れ ぞれの字母 につ いて・次 の情報 を付 加す
る ことを考慮 して,設 計 した。
【属性情報】
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① 部首 ② 画数 ③ 宇源目 ④ 字音 ⑤ 字訓
曾 の字源はシいわゆる樗 の別のことである。④ と ⑤ には,r常用漢
字表」に掲 げられた音訓であるか否かの別 も記す。
【字種情報】













① 品詞性 ② 語構成 ③ 意味コー ド
見出 しとする漢語は)品詞論的には名詞に属するものが多いが・意昧的
な性格か らは,アー体言類ρイー用言類,ウ ー相言類7エ ー副言類のよう
に分類できる。① は・そのような種別を示す。② は,特 に二字漢語にっ
いて,そ の語搏成要素 の意味的な結合関係 を示す。 ③ は,そ の語の所属
する意昧分野に関ナる情報で,r分類語彙表』の番号を付する。
【語種清報】
① 出 自 ② 中国語目




を ② に記 す。
【頻度情報1r
① 雑誌 ② 新 聞 ③ 中学 ・高校教科書
④ 日本 語教 科書 ⑤ 児童作文
それぞれの調査 にお ける使用頻度 と使用順位 に関 す る情 報 を示 す こと,
漢字 ファイル と同様 である。漢宇 ファイル の調 査 のほかに,国 語研 の調査
1種(⑤)を加 えた。
以上の内容 は,最 終 的 にはそれぞれ1種 類の ファイル にま とめ られる も
のであるが,環 在 は各 情報 ごとに別 フ ァイル となってい る。 また,情 報 の
内容 によ り,す べての入力 が完 了 したフ ァイル と作 業 中の フ ァイル とがあ
る。情報別 ファイルの作業 が終 わった時点 で,漢 字 データベ ース と漢語 デ
ータペ ースと して,そ れぞれハー ドディスク内に収納す る予定 である.デ









ではあるが,外 来語 も含まれるはずだか らである。 それにもかかわらず,




み書 きに必要な単語の習得 とい う観点からの試み で あっ た・ しかしな渉
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ら,本 学 に在籍 す る外 国入学生 に限 つて言 えば,日 本語教育の普及 とと も
に,来 日する以前 にかな りの日本語力 を身 につ けているよ うにな った。大
学教育 に必要 な知識語彙 の学習 とい う面 か らは,こ れ まで より も高度 な内
容が要求 されている と言 って も差 し支 えない。 この点 は,一 般 の留学生 に
ついて も同様 の傾 向が見 られ,単 なる会話能力 の習得 か ら進 んで,か な り
の程度の書記 言語 の習得 が望 まれる状況 に至 っている。
この点 に関 して,目 本語 の語彙 は,話 しこ とば と書 きこ とばの間 に大 き
な隔 た りがあることが指摘 されている、近代 に生産 された り使用 され るよ
うになった りした漢語の あるものが話 しことばの中に普通 に使 われるよ う
にな ったのはン ごく最近 の ことである。 それまでは,き わめて起源の古 い
漢語 が和語化 して話 しことぱになった ものはあるが,基 本的 には話 しこ と
ばの 中核 となるものは和 語で あった。 そ して,そ の対極 として書 きこ とば
は漢語 に支 え られていた。
そのこ との是非 は ともか くとして・その傾向は今 日で も続 いている。 も
ちろん,現 在 の書 きことば は,話 しことばの基 盤の上 に成立 しているわ け
であ 窮 和語 や外来語 を無視 して書 きことばの語彙 を論 じるこ とはで きな
い。 しか し・目本語 を母語 とす る学習者 が青年期 に書 きことば を習得 す る
の と同様 に・外国人の 目本語学習者・特 に留学生 もまた,そ の壁 を越 え る
ことを要求 される。 しか も・それ は話 しことぱの獲得 と平行 しつつ短期 間
に成果 を収 めなけれ ばな らない。
そのよ うな観点 か らは,日 本語教育の ための基本 語彙 とい うことも,従
来の考 え方 か ら進 んで,目 的 に応 じた選定 の方策 がたて られて もよい時期
に至 っている。 わた くしたちがこの研 究 で求 めよ うとしてい るのは・実 は
そのよ うな語彙 の選定の基礎 資料の作成 で ある・ も う少 し具 体的 に 言 え
ば,話 しことばの語彙 と連続 させなが ら,書 きことばの世界 に足 を踏 み入
れるこ とを容易 にするよ うな一語彙指導 の あ り方 を模索 するこ とで もある。
これまでの基本語彙の試み に,そ の よ うな視点が皆無 だったわ けではない
が,現 在 は特 にそれ が痛感 され るに至 ってい る。
一 鱒6一
そのことは,こ の データベースを構築 するために,ど の ような資料 を基
礎 とす るか とい うこ とと関係 する。 以下 に,具 体 的な資料 と関 連づ けて,
それ を説明す る。
3,2.国立国語研究所調査 データの性格
国語研で は,創 立以来各種 の用字用語調査 が行 われてい る。今 回のわた
くしたちの作 業 で,直 接 にデータ作成 の対象 としたのは,下 記 の もので あ
る。以下 に,そ の調査結果 を載せる文献 を掲 げ る。
[雑誌 調査]
国語研報告21『 現代雑誌 九十種 の用語用宇一総記 および語彙表一』
(1%2.3,秀英 出版)
同22『 現代雑 誌九十種 の用語用字一漢字表一』(1963.3,秀英 出版)
同25『 現代雑 誌九十種 の用語用字一分 析一』(1964・3,秀英出版)
[新聞調査]
国語研報告37『 電子計算機 による新 聞の語彙調査 』(1970.3,秀英出版)
同38ア 電子計算機 による新 聞の語彙調査(II)』(1971.3,秀英 出版〉
同42F電 子計算機 による新 聞の語彙調査(III〉`(1972・3,秀英出版)
同48『 電予計算機 による新 聞の語彙調査(IV)`(1973.3,秀英出版)
同56『 現代新聞 σ)漢字ヨ(1976.3,秀英 出版)
[中学 ・高校教科書調査]
国語研 報告76『 高校教科書の語 彙調査 」(1983,3,秀英 出版)
同81『 高校教科書 の語彙調査(II)』(1984、3,秀英 出版)
同87『 中学校教 科書 の語彙調査 』(1986,3,秀英 出版)
同91『 中学校教 科書の語彙調査(II)』(1987,3,秀英 出版)











これ らの大部分は,書 きことぱに関する調査である、話 しことばについ
ての大規模な調査がないことは,日本譜教育が通常会話か ら始まることを

























「長 い単 位」 は,文 節 を墓準 とする もので,文 節 または文 節か ら助辞 を
除いた もので ある.長 単位 とW単 位 はほぼ同 じで ある。α 単位 は,そ れ
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よ りやや短 い。例 えば・r国立国語研究所」 は,長 単位 とW単 位で は一
つ の単位で あるが・α単位 ではr国 立/国 語研 究所 」・の よ うに,二 つの単
位 に分割 され る。
「短 い単位 」は,形 態素 を基準 とす る もの で,一 つの形態 素 または二 つの
形態 素の～次結合形 が単位 となる。 和語 につい ては,例 えば 「雪国」 は,
β単位 ・短 単位 とも一 つの単位 であるが,M単 位 では 「雪/国 」 のよ うに
分割 され る。ただ し,漢 語 に関 しては,3種 の単位 とも,ほぽ同 じ規 則 で,
例 えぱ 「国立 ノ国語1研 究/所 」 のよ うに分割 され るので,単 位 間の不統
一 はない。
問題 とな るのは,「長 い単位」 と 「短 い単位 」 の どち らか一方 しか採用
していない揚合 である。新 閏調査 と教科書調査 は,両 者 を併用 して い る
が,雑 誌調査 と作文調査 は,そ れぞれ1種 類 のみで ある。例 えば,雑 誌調
査 では,「飛 行/機 」「自動.〆車」 は二 つの単位 に分 かれ,「飛行機」 「自動
車Jと い う語形 は存在 しない。逆 に・作 文調査 では,「国際的 」「国際 人」
「国際 問題」 な どの見出 し語 はあって も,「国際」 とい う語形が何回出現 し
たかは夕集計 されて いない。
このよ うな事情 か ら,わ た くしたちの調査 では,漢 語 ファイルの見出 し
語 を選ぶた めに・第一次資料 として・『分類語 彙表』 を用 いるこ とに した。
『分類語彙表』 は,雑 誌調査 を主 な資料 として,約3万7千 語 を選 んだ も
ので ある。 ただ し,そ の よ うな制約 か ら,「長 い単 位 」 に相 当する語 が漏
れてい るきらいが あり,現 在増補 作業 を進 めてい る ところである。増補 の
結 果は,ま だ確 定 していないが,約6万 語 程度 になる見込 みである。
わた くした ちの作業 では,そ の増補途 中のデー タを借用 す る こ と と し
た。 そ して,ま ず二宇漢譜 を抽出 して,作 業 を進 めている。 それ が,先 に
述 べた22,000語で ある。 次 いで,「愛す る」 「信 じる」 などのサ変動詞 や
r一的」 「不一」 な どの接辞 を含 む一字漢語 に着手 す る予定で ある.た だ
し,三 宇 以上 の漢語 につ いては,方 針 を確 定 してい.ない。仮 に,三 字 漢語
に限 る として も,か な りの数 に上 るこ とが予想 される。 どの範囲を対象 と
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するかにっ いて は,別 の観点が必 要である。 また汐二 宇漢語 にっいて も,
現在 の見出 し語 をすべて残 すのではな く,な ん らかの選択 を行 わなけれ ば
な らないだろ う。
この よ うに,国 語研の資料 に問題 がないわけで はない。 しか し,現 代 で
使 明 されて いる語彙 の実態 を把握する上 で,ほ かに匹敵 する ものがないこ
とも確 かで ある。その よ うな点 か らは,こ れ を活 用 して,使 いやすい形 に
整 えるこ とが必要 だ と考 え られ る。
3・3・目本語教科書デー タの性格
3・3・L対象 とした 日本語教科書'
国内で出版 された 日本語教科書初級10種 と中級5種 を対象 とした。 教
科書の選定 に当 たって は,「 聞 く・話す ・読 む ・書 く」 の四技能の習得 を
目的 とする教 科書 を主 とし,「会話 」「聴解 」 な ど個別 的な言語技能習得 の
ために作 成 され たもの は,原 則 として除外 した。 ただ し,漢 語 の採集 が目
的 であるの蔦 中級 にr読 解」 のための教科書 を含 めた。 また,学 習対象
者 をr技 術研修生」 などに限定 してい る中級教科書 は,専 門語 が出現す る
可 詣性が あるので除いた。
以下,対 象 と した各 教科書 につ いて次 の項 目に分 け,簡 単 に記述 する。
① レペル ② 学習対象者 ③ 学習 に要 する時 間
④ 語彙数 ⑤ 抽出漠 語数
なお,一 部の デー タは 『日本語 データファイル 目本語教科書』(1992,
目本語教 育学会)を参照 した.
[011『外 国学生用 日本語教科書 初級(改 訂版〉』1988、4、1再訂版9刷 早
稲 田大学 目本語 研究教育セ ンター
① 初級 ② 留学生 ③180時 問 ④ 約2000語く助詞 ・助動詞な ど
除外)⑤864語
*学 習時問 は,教 科書記載 は180時間で あるが,上 記 「日本語デー タフ




④ 初級 ② 留学生 ③300時 間 ④ 約2000語(自立語約1800)
⑤6斗0語
[031『現代 日本語』1986.5.31改訂第2版 第2、刷 亜細亜大学留学生別
科
① 初級 ② 留学 生,一 般人 ③150～200時間 ④ 約1300語個
有名詞 除外 〉 ⑤467語
[0"『 日本諾初歩』1986・7・30改訂版第3刷 園際交流基金
① 初級 ② 一一般人,留 学生 ③300時 間 ④ 約UOO語 ⑤4糾
語
亙05]『横 山 さλ・の 日本語第1巻 ～6巻』1989,1,1日本 語教育 センター
① 初級 ② 一般人 ⑥3DO時 間 ④!⑤1458語
*上 記 『日本語 デー タフ ァイル』 では,第6巻 は中級 レペル になってい
るが,こ こでは1巻 か ら6巻 まで初級扱 いに している。第7巻 はr日
本語言葉辞典」 で,こ こではデ ータ採集 の対象 に しなか った。学習時
問 は この第7巻 を含 めた数 字で ある。
[06」「新 日本語 の基礎1』1990・12.20第2刷 海外技術者研修協 会
① 初級 ② 技術研修者,一 般 短期 学習者 ③IGO時 間 ④830語
⑤216語
[071『別 科 ・日本語1』1989・3・3i長崎総合 科学大学別 科
① 初級 ② 留学生 ③3DO時 聞 ④ 約2000語(固有名詞,複 合語
除外)⑤844語
[08]『文化初 級 目本語1,2』1987.4,1文化外国語専 門学校
① 初級 ② 留学生 ③3DO～350時間 ④ 約1800語 ⑤721語
[091『日本語 で ビジネス会話初級編』1986.6日米会話 学院
① 初級 ② ビジネス マン,一 般人 ③300時問 ④ 約POO語
⑤544語
牢 日本語 によるコミュニケーシ ョン能 力の習得 をめ ざす教科書 で,本 文
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は ぽとん ど会話体 でな りたワている。 しか し読簿力の向上 を図 るため
として,習 得 した文型 を中心 に した情報的読 み物 も加 え られてい る。
[10]r日本語BasicFuncti・naU脳uese♂玉987丁鉦eJapanTimes
① 初級(入門)② 英語 圏一般人 ③90ん120時問 ④ 約1500語
・⑤373語・
*コ ミュニケーシ 三ン能力の習得 を第一 の学習 目的 としてお り,ヒ ラガ
ナ とカタカナのみr読 み書 き」 がで きることを目指 している。 したが
って,固 有名詞 以外,漢 字表記 はほ とん ど行 われていない・ この教科
書 について は,「漢 字表」 の作成 資料 か ら除外 した・
口11r目 本語 中級 工■199D・7・25第1刷 国際交流基金 日本語 セ ンター
① 中級 ② 一般人 ③150時 間 ④813語(『目本語初歩』 既習語
彙 は除外)⑤385語
[121F総合 目本 語中級』1989・3・10初版第2刷 凡人社
① 中級 ② 一般人 ③70～120時間 ④ 約3500語 ⑤1548語
*語 彙数3500に初級語彙 が含 まれ てい るか否 かは不明で ある。
[13]r中級 か ら学ぶテーマ別 目本語』199L4・25研究社出版
① 中級 ② 留学生,一 般人 ③/④/⑤438語
[14]rコンテン蒜 り'一日本 言吾轍 』1990・8・5第2刷 桜楓社
④ 中級 ② 留学生 ⑤100～150時間 ④ 約2500語 ⑤592語
寧 この教科書 は 「読解 のため」のテキス トで ある。語彙数 に初級語彙 が
含 まれているか否 かは不明。
[151r現代 日本語 コー ス中級1・2』1990・1
名 古屋大 学総合言 語セ ンター 日本語科
① 中級 ② 留学生 ③200時 問 ④/⑤505語
*⑤ の漢 語数 は各 課の なかの 「読む練 習」 に出現 した漢 語のみ描 出 し
た もので ある。
以上の15種 類 の教科書 を,表1に 一覧 として掲 げる。
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表1調 査対象とした日本語教科書一覧


































中 総合日本語中級 水谷信子 凡人社
中級から学ぶテーマ別 日本語 研究中
社出版
14中 ぽ テンポラ帰 本謙
桜颯



















































上記教科書 を資料 として,3種 類の 【語彙表1と1種 類の 【漢字表】を
作成した。
【語彙表1】 はン それぞれの教科書の巻末索引あるいは 「課」 ごとの単
語表から,「漢語」(字音語)と 「漢語を含む漢字表記混種語」を抽出し(延
べ語数一10,050,異な り語数一4,斗70),作成した.固 有名詞は除外 したが
国名は収録 した。抽出単位は教科書 に提出されている単位(出現形)と し・
それを語彙表の 「見出 し語」に立てた。それら 「見出し語Jに ついて 「読




が教科書でどのように表記 されているかを示 した。 「教科書出現度数」 は





【語彙表2】は 【語彙表1コの 「見出し語」を β単位に変え,『分類語彙




【漢字表】は 【語彙表3】と 【語彙表1】の 「表記」についての情報 をも
とに作成 した。 【語彙表3】 の漢語および混種語を分解 して構成要素の漢
字(1476宇)を抽出した。これ らは大部分が宇音 として用いられている漢字








るマ ドし き讃 粟 戻
目本語基本語彙(国 際文化振興会,1944)
日本語教育における基礎学習語
(加藤彰彦 目本語教育学会 『日本語教育』2 1963.婆)
Pract呈calJ艮panese-EnglishD三ct三〇nary









(吉田弥寿夫 ・樺島忠夫 大阪外国語大学留学生別科 「目本語 ・匡
本文化』2)
現代雑誌九十種の用字用譜第一分冊(国 語研,1962)
えて得 られた1622の漢字 を五十音順に配列 した。 そして,そ れぞれの漢
字について,それ らを構成要素としてもつ教科書出現漠語を教科書の表記
に従 って列挙 した。また,対象教科書において,ヒ ラガナ表記で しか出現
しない字音(56字)についてはそれを区別 した。
4.今 後の予 定
以上 に述 べ たように,こ の研究は,こ の2年 間でその基礎 に当たる部分
の作業 を終 えた ところで ある。 これ を実用化 す るためには・新 たなプ ロジ
ェク トを発足 させ ることが必要で ある。 ただ し,当 面の課題 としては,基
礎作業 にあた る部分 だ けで も,な おや り残 した こ とが あ り,そ れ を完 成 さ
せ ることが急務 で ある。
具体的 には,各 ファイルの情輻付加作業 の遅 れ てい る ところを充足 させ
な1ナれば ならない。 そ して,フ ァイル を統合 し,デ ー タベース化 する こ と
一155一
が急がれ る。 ただ し,す べての ファイルの完成 を待 っているよ りも,不 完
全 でも,実 験的なシステ ムを作 り,問 題点 を見つ けて,作 業 に反映 させ る
ことが効率的で ある。そのた めには,あ る程度 は全体 の計画 を縮小す るこ
とも検討 す る必要が ある。
一方 ,そ れ とは反対 に,実 用 の面 か らは,漢 語 デー タに用例 を付 けるこ
とも要望 されている。 これは,フ ァイルの容量 を増 大 させ るこ とにな り,
パ ソコン上 でデータベース を実現 するこ とと矛盾 す ることに もなる。 もち
ろん,大 型計算機 を使 った,端 末機 か らの利用 を考 えるな らぱ,そ れ も不
可能ではない。 ただ し,当 初 の目的 か ら言 えば,個 々の研究者 が身辺 で扱
えるよ うなデータベ ースの構 築 か らは遠 ざか るこ とにな る。
それ らの問題 を解決 しつつ・新 しいプ ロジ ェク トの構想 を練 ることが差
し当たっての課題 である。
(1992、12)
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